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口演発表

　 2016年11月17日(木)　9:30～11:30　第2会場（1F　小ホール）

口演１．持効性注射剤

	 座長：	石郷岡　純	 CNS薬理研究所

|	 O1A-1	 |  Aripiprazole LAI継続症例における患者主観的満足度評価
～神奈川県多施設共同研究～
青山　　洋	 日吉病院

|	 O1A-2	 |  持効性注射剤(LAI)へ処方変更にむけた服薬指導の方法と患者の満足度
小林　真美	 神奈川県立精神医療センター/明治薬科大学大学院薬学研究科

|	 O1A-3	 |  山梨県立北病院における持効性注射製剤処方の近年の変化
田中　康平	 地方独立行政法人山梨県立北病院

|	 O1A-4	 |  経口抗精神病薬と抗精神病薬持効性注射剤（LAI）の入院予防効果の比較：双方向ミラーイメー
ジ試験
三浦元太郎	 地方独立行政法人山梨県立北病院/慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 O1A-5	 |  LAI治療により症状の安定と副作用の軽減が得られ、QOLが向上した2例
勝元　榮一	 かつもとメンタルクリニック

|	 O1A-6	 |  アリピプラゾール持続性注射剤の導入時における移行状況の調査・検討
清水　健生	 医療法人静和会浅井病院薬剤部

|	 O1A-7	 |  プロラクチン値の変動幅からアリピプラゾール持続性注射剤の効果と忍容性を検討する
中村　　優	 医療法人更生会草津病院内科

|	 O1A-8	 |  ハロペリドール及びリスペリドン持効性注射剤の投与開始前後6か月における有用性の比較
検討
榊原　　崇	 聖十字病院/名城大学薬学部病院薬学研究室/東海若手精神薬学研究会

　 2016年11月17日(木)　9:30～10:30　第3会場（2F　201+202）

口演２．うつ病

	 座長：	白川　　治	 近畿大学医学部精神神経科学教室

|	 O1B-1	 |  うつ病患者の重症度と血中コルチゾール濃度との関連
田尻美寿々	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 O1B-2	 |  パロキセチン治療の長期予後へのゲノム薬理学的因子、環境因子と初期治療反応性の影響
渡邊　　崇	 獨協医科大学精神神経医学講座

|	 O1B-3	 |  日本人におけるミルタザピンとそのグルクロン酸抱合化物質を含む代謝物の血漿中濃度に影
響を与える因子
渡邊　　崇	 獨協医科大学精神神経医学講座

|	 O1B-4	 |  睡眠脳波を指標としたうつ病の客観的評価方法の可能性
柏木香保里	 スリープウェル株式会社
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　 2016年11月17日(木)　15:10～16:10　第3会場（2F　201+202）

口演３．思春期

	 座長：	近藤			　	毅	 琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座

|	 O1C-1	 |  精神科外来におけるADHD罹患率
新開　隆弘	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 O1C-2	 |  ADHD患者（患児）に対する総合病院精神科での薬物療法の検討
大谷　恭平	 西神戸医療センター精神神経科/神戸市立医療センター中央市民病院精神神経科

|	 O1C-3	 |  小児ADHD患者におけるatomoxetine血中濃度と臨床効果の関係
杉本　篤言	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野/新潟県立精神医療センター

|	 O1C-4	 |  単科精神科病院を受診した思春期の自傷症候群について
土岐　　茂	 大慈会三原病院

　 2016年11月17日(木)　16:40～18:25　第5会場（3F　302+303)

口演４．統合失調症

	 座長：	中込　和幸	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

|	 O1D-1	 |  統合失調症患者における幻聴体験と抗精神病薬によるドパミンD2受容体遮断の関連
小泉　輝樹	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室/国立病院機構下総精神医療センター

|	 O1D-2	 |  血中濃度を用いたドパミンＤ2受容体占拠率予測値とリスペリドンによる治療効果との関係
古郡　規雄	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 O1D-3	 |  リスペリドン及びアリピプラゾールが血清プロラクチン及び血清テストステロンに与える影響
久保　一利	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 O1D-4	 |  日本人を対象としたDRD2遺伝子5’領域における機能多型の検索
福井　直樹	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 O1D-5	 |  酸化ストレスに関係する遺伝子多型と統合失調症患者のメタボリックシンドロームに関する
横断研究
大崎　夏海	 熊本大学大学院生命科学研究部薬物治療学分野

|	 O1D-6	 |  単純型統合失調症をプロトタイプとした「青年期認知機能障害」に対する薬物療法の効果・
安全性について－効果についての検討－
常山　暢人	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 O1D-7	 |  クエチアピンによる統合失調症患者の情動安定化研究
安川　節子	 医療法人山田会八代更生病院

　 2016年11月18日(金)　10:30～12:15　第2会場（1F　小ホール）

口演５．睡眠・覚醒・依存

	 座長：	内村		直尚	 久留米大学医学部神経精神医学講座

|	 O2A-1	 |  ベンゾジアゼピン系・非ベンゾジアゼピン系睡眠導入剤からスボレキサントへの置換経験
竹内　　賢	 公益財団法人星総合病院星ヶ丘病院/福島県立医科大学医学部神経精神医学講座

|	 O2A-2	 |  ベンゾジアゼピン受容体作動薬依存とうつ病が合併した一例
河野　華奈	 東京女子医科大学病院神経精神科

|	 O2A-3	 |  Ramelteonが無効の非24時間睡眠覚醒リズム障害に対してaripiprazoleが著効した一症例
松井健太郎	 東京女子医科大学医学部精神医学講座/医療法人社団絹和会睡眠総合ケアクリニック代々木
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|	 O2A-4	 |  項目反応理論を用いた睡眠薬離脱症状質問紙の標準化
成澤　　元	 東京医科大学医学部睡眠学講座/公益財団法人神経研究所附属睡眠学センター

|	 O2A-5	 |  カフェインの単回投与が認知機能に及ぼす影響
小西　勇輝	 産業医科大学医学部精神医学教室

|	 O2A-6	 |  Acamprosateによるアルコール依存症に対する断酒効果の検討
河本　泰信	 国立病院機構久里浜医療センター/大石クリニック

|	 O2A-7	 |  統合失調症・うつ病・不眠症におけるベンゾジアゼピン系睡眠薬とアルコールの同時使用と
精神症状の関連
内田　貴仁	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

　 2016年11月18日(金)　10:30～12:15　第3会場（2F　201+202）

口演６．患者教育・アドヒアランス

	 座長：	渡邊衡一郎	 杏林大学医学部精神神経科学教室

|	 O2B-1	 |  統合失調症患者が有する薬の知識と服薬アドヒアランス：横断研究および診療録調査
長井　信弘	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 O2B-2	 |  うつ病に対する慶應式Shared Decision Making (K-SDM) プログラムの有用性に関する介
入研究
平野　仁一	 慶應義塾大学医学部精神・神経科

|	 O2B-3	 |  薬剤師SDMによる現在服用中の抗精神病薬に対する患者満足度調査および変薬ニーズにつ
いての検討
國岡　博孝	 日吉病院

|	 O2B-4	 |  抗うつ薬服用患者のうつ病理解の実態と治療反応について；高齢者と若年者の比較
冨田　　哲	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 O2B-5	 |  抗うつ薬を服用する患者への心理教育はいつ行うべきか
冨田　　哲	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 O2B-6	 |  精神科治療の自己中断に影響する諸因子の検討
冨田　　哲	 弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座

|	 O2B-7	 |  持効性注射製剤に対する姿勢と病識欠如に対する姿勢の関係性ー 病識に乏しい患者に関す
るスタッフ意識調査よりー 
八重樫穂高	 地方独立行政法人山梨県立北病院

　 2016年11月18日(金)　14:50～16:20　第2会場（1F　小ホール）

口演７．気分安定薬

	 座長：	石井　啓義	 大分大学医学部精神神経医学講座

|	 O2C-1	 |  自殺を企図した急性薬物中毒患者における服薬内容の検討
荻野　聡之	 杏林大学医学部付属病院精神神経科/杏林大学医学部付属病院高度救急救命センター

|	 O2C-2	 |  血清リチウム濃度の予測モデル構築
吉田　和生	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 O2C-3	 |  リチウム中毒後に認知機能低下と多彩な神経学的異常の遷延と増悪がみられた一例
橋尻　洸陽	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 O2C-4	 |  炭酸リチウム血中濃度検査率向上への処方支援－薬剤部、精神科連携の効果－
今井理央子	 新潟大学医歯学総合病院薬剤部

|	 O2C-5	 |  炭酸リチウムが周期性緊張病に奏功した一例
川口　　要	 医療法人社団朋友会けやきの森病院/東海大学医学部専門診療学系精神科学
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|	 O2C-6	 |  ラモトリギン濃度予測式の作成とその妥当性の検証
亀井　公恵	 大分大学医学部精神神経医学講座/帆秋病院

　 2016年11月18日(金)　14:50～16:05　第3会場（2F　201+202）

口演８．クロザピン

	 座長：	大森		哲郎	 徳島大学病院精神科神経科

|	 O2D-1	 |  日本人統合失調症患者のクロザピン血漿中濃度に影響を与える要因についての検討
上西　幸治	 滋賀医科大学薬剤部

|	 O2D-2	 |  クロザピンとその代謝物が脳波と臨床反応に及ぼす影響の違い
高橋　正洋	 滋賀医科大学医学部精神医学講座

|	 O2D-3	 |  クロザピン使用を見据えた重症統合失調症の薬物治療と、オランザピン高用量投与で5週間
経ち急速に精神症状が改善した再発統合失調症の一例を通した薬剤変更時期の検討
木村　　允	 袖ケ浦さつき台病院

|	 O2D-4	 |  治療抵抗性統合失調症治療薬Clozapine使用患者の3年転帰
竹内　一平	 桶狭間病院藤田こころケアセンター

|	 O2D-5	 |  Clozapineを導入した、Fallot四徴症合併治療抵抗性統合失調症の一例
柏木　宏子	 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター病院

　 2016年11月18日(金)　15:55～17:55　第5会場（3F　302+303)

口演９．多方面

	 座長：	岸本　年史	 奈良県立医科大学精神医学講座

|	 O2E-1	 |  統合失調症に対するD-cycloserineの治療効果の検討－プラセボ対照二重盲検クロスオー
バー試験－
瀧口　一夫	 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科精神行動医科学分野/金森和心会針生ヶ丘病院

|	 O2E-2	 |  統合失調症治療における抗精神病薬減量研究の系統的文献レビュー
谷　　英明	 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

|	 O2E-3	 |  日本における向精神薬内服児童・成人患者の副作用モニタリング実態調査
折目　直樹	 新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野

|	 O2E-4	 |  GWASによる強迫性障害の薬物反応性関連パスウェイの同定
梅原　英裕	 徳島大学大学院医歯薬学研究部精神医学分野

|	 O2E-5	 |  特別養護老人ホームにおける認知症の周辺症状に対するtandospironeの有効性の検討
越智紳一郎	 愛媛大学大学院医学系研究科精神神経科学

|	 O2E-6	 |  外傷後びまん性軸索損傷によるクリューバー・ビューシー症候群様の精神・行動症状に対し
てカルバマゼピンが著効した一例
阿部　　理	 福島県立医科大学神経精神医学講座

|	 O2E-7	 |  臨床検査としてのNIRS測定の有用性についての検討－精神疾患診断および血清プロラクチ
ンとの対比から－
中村　　優	 医療法人更生会草津病院内科

|	 O2E-8	 |  高照度光療法と脳画像研究
平川　博文	 大分大学医学部精神神経医学講座


